
平成２３年度第２回学校評価アンケート（保護者）結果
※（ ）内は各年度の第１回学校評価の結果

１ 家庭学習に時間を十分にとっている。
(1) １日当たり、どのくらいの学習時間が必要だとお考えですか。学習塾等での時間も
含めてお答えください。Ａ～Ｈから選んで○を付けてください。
Ａ １０分間以内 Ｂ ３０分間くらい Ｃ １時間くらい Ｄ １.５時間くらい
Ｅ ２時間くらい Ｆ ２.５時間くらい Ｇ ３時間くらい Ｈ ３時間以上

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

１年生 ％ 10(3) 22(13) 36(49) 16(16) 12(19) 0(1) 3(0) 0(0)

２年生 ％ 4(4) 10(13) 22(30) 22(20) 30(23) 1(5) 9(4) 1(3)

３年生 ％ 2(3) 0( 4) 14(26) 4(22) 41(26) 12(6) 14(10) 12(4)

全 体 ％ 5(3) 11(10) 24(35) 15(19) 27(22) 4(4) 9(5) 4(2)

平成２２年度 3(6) 7(13) 25(25) 12(19) 32(27) 5(6) 11(4) 6(2)

平成２１年度 6(5) 11(12) 26(27) 17(18) 23(28) 6(3) 9(6) 2(1)

平成２０年度 1(3) 7(6) 20(25) 21(17) 27(35) 4(1) 12(9) 7(5)

平成１９年度 3(2) 5(6) 17(21) 20(24) 35(30) 5(6) 9(7) 5(3)

１年生で、30 分以下が３
分の１と、例年より多くな
っています。第１回と比べ
ても増えており、家庭学習
に対する意識がやや低い傾
向が見られます。

３年生は、１学期は１時
間以下が３分の１だったの
が、今回は 1.5 時間以下でも
２０％と、受験期の学習の
大切さが数値に表れていま
す。

(2) お子様は、家庭学習に時間を十分にとっていますか。
十分にとっている（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）不十分である

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 保護者の考えと
実際とでは、まだ

１年生 ％ 4(0) 7( 7) 33(41) 56(52) まだ開きがあるよ
うです。「不十分

２年生 ％ 6(1) 19(23) 31(38) 43(38) である」と見てい
る保護者の方々が

３年生 ％ 14(3) 30(19) 25(38) 32(40) ３／４近くになり
ました。１学期と

全 体 ％ 7(1) 18(16) 30(39) 44(43) 比べると、３年生
では十分と答えた

平成２２年度 6(3) 26(17) 35(33) 33(47) 割合が増えていま
す。１・２年生で

平成２１年度 5(5) 21(13) 33(40) 42(42) はＡとＤがそれぞ
れ増え、両極化が

平成２０年度 3(2) 23(11) 38(41) 33(42) 進んでいます。

平成１９年度 5(3) 22(13) 40(52) 28(25)

平成１８年度 5(4) 36(32) 49(56) 10( 8)
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２ 家庭での読書時間について
(1) １日当たり、どのくらいの読書時間が必要だとお考えですか。Ａ~Ｅから選んで○

を付けてください。
Ａ １０分間以内 Ｂ １０分間～２０分間 Ｃ ２０分間～３０分間
Ｄ ３０分間～４０分間 Ｅ ４０分間

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１年生 ％ 14(10) 29(30) 34(42) 17(16) 5(1)

２年生 ％ 9( 4) 22(18) 47(51) 10(20) 12(8)

３年生 ％ 24(13) 12(21) 47(36) 10(24) 6(5)

全 体 ％ 15( 9) 22(23) 43(43) 13(20) 8(5)

平成２２年度 13(12) 22(18) 47(50) 14(13) 4(7)

平成２１年度 13( 9) 23(26) 48(45) 11(17) 4(3)

平成２０年度 11(10) 17(22) 48(49) 16(11) 7(7)

平成１９年度 7( 6) 18(22) 58(53) 12(12) 3(4)

例年とほぼ同じ傾向で、
毎日の読書時間として２０
～３０分は必要であると考
えている保護者の方が約半
数を占めています。２年生
ではやや多めの時間を考え
ている保護者の方が多いで
す。

(2) お子様は、家庭での読書時間を十分にとっていますか。
十分にとっている（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）不十分である

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｃ・Ｄの回答が
７２％と、まだま

１年生 ％ 13(7) 13(15) 27(25) 48(53) だ不十分であると
いうのが実態のよ

２年生 ％ 13(9) 19(20) 21(28) 47(43) うです。年々、Ｄ
の割合が増えてき

３年生 ％ 13(7) 9(32) 31(15) 47(46) ており、読書離れ
が懸念されます。

全 体 ％ 13(8) 15(22) 25(23) 47(48)

平成２２年度 8(11) 19(15) 34(31) 39(43)

平成２１年度 10(7) 15(11) 26(26) 44(47)

平成２０年度 10(7) 15(11) 26(26) 44(47)

平成１９年度 9(7) 14(10) 38(33) 35(44)

平成１８年度 7(7) 25(27) 46(44) 22(22)
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３ 部活動や総合活動、各種行事等にいきいきと仲間と一緒に取り組んでいる。

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ８割以上の皆様から、生
徒が意欲的に学校行事や部

１年生 ％ 48(50) 41(44) 5(5) 5(1) 活動等に取り組んでいると
の評価をいただきました。

２年生 ％ 61(61) 23(25) 16(14) 0(0) ３年生でＡの割合が１学
期より低くなっています

３年生 ％ 40(56) 42(32) 17(9) 2(3) が、部活動がなくなった影
響でしょうか？

全 体 ％ 51(56) 34(34) 13(9) 2(1) また、１年生のＤ評価や
２年生のＣ評価がやや多い

平成２２年度 50(56) 35(36) 13(7) 2(2) のが気になります。
全ての生徒が充実した学

平成２１年度 58(53) 31(34) 8(12) 2(1) 校生活を送ることができる
よう、取り組みの工夫・改

平成２０年度 54(50) 33(41) 10(7) 3(1) 善に力を入れていきます。

平成１９年度 43(48) 43(40) 7(9) 2(2)

平成１８年度 65(50) 34(46) 1(3) 0(1)

平成１７年度 45(49) 44(43) 10(8) 1(0)

４ あいさつがしっかりとできている。
(1) 家族や友人にすすんであいさつができる。

十分あてはまる（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）まったくあてはまらない

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ８０％近くの方々が、家
庭内や友人間でのあいさつ

１年生 ％ 28(24) 43(58) 25(16) 4(3) は良好であると答えていま
す。１年生でＣ評価が増え

２年生 ％ 29(38) 52(39) 17(21) 3(3) てきたのは思春期の表れで
しょうか。

３年生 ％ 35(29) 45(55) 16(14) 4(1)

全 体 ％ 30(30) 47(51) 19(17) 3(2)

平成２２年度 28(28) 52(51) 19(18) 2(3)

平成２１年度 35(30) 46(49) 16(19) 4(2)

平成２０年度 31(31) 49(43) 19(21) 2(5)

平成１９年度 32(28) 46(51) 20(18) 2(2)

平成１８年度 34(29) 49(53) 17(17) 0(1)

平成１７年度 26(27) 53(54) 19(18) 4(0)

(2) 地域の人や小学生にすすんであいさつができる。
十分あてはまる（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）まったくあてはまらない

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 家庭内や友人間のあいさ
つに対し、地域の中での「あ

１年生 ％ 19(13) 53(58) 21(22) 7(8) いさつ」の実態は、まだ十
分とは言えないようです。

２年生 ％ 21(24) 45(44) 29(26) 5(6) Ｃ・Ｄ評価をいただいた方
が３０％ありました。

３年生 ％ 20(22) 53(47) 20(28) 6(3) さらに「あいさつ運動」
に積極的に取り組み、生徒

全 体 ％ 20(19) 50(50) 24(25) 6(5) に自覚を促していきたいと
思います。保護者の皆様か

平成２２年度 25(22) 46(47) 26(25) 4(6) らのご指導もよろしくお願
いいたします。

平成２１年度 27(19) 42(54) 25(23) 7(5)

平成２０年度 21(22) 48(47) 26(23) 5(7)

平成１９年度 25(19) 38(48) 31(27) 5(3)

平成１８年度 22(21) 50(52) 27(24) 1(3)

平成１７年度 19(19) 51(54) 27(26) 3(1)



５ 学校は（先生は）困ったことなどの相談にのってくれる（生活ノート、教育相談など）。

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ８０％近くの皆様から概
ね良好であると評価してい

１年生 ％ 20(16) 52(54) 27(23) 2(8) ただいています。しかし、
学年がさがるにつれてＡが

２年生 ％ 35(32) 45(54) 16(13) 4(1) 減り、Ｃが増えてきていま
す。

３年生 ％ 36(26) 53(52) 9(18) 2(4) 毎日の生活ノートや教育
相談などの機会を捉えて、

全 体 ％ 31(25) 49(53) 17(18) 3(4) 生徒に寄り添う指導を展開
していきたいと思います。

平成２２年度 30(38) 58(54) 11( 6) 1(2)

平成２１年度 36(37) 50(50) 12(10) 2(3)

平成２０年度 32(33) 48(52) 16(12) 4(1)

平成１９年度 23(18) 55(62) 15(14) 3(3)

平成１８年度 21(15) 65(70) 13(14) 1(1)

平成１７年度 18(16) 64(65) 16(17) 2(2)

６ 教育活動を「たより（リーフレット、学校だより、学年だより、学級だより等）」
などでよく知ることができる。

十分あてはまる（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）まったくあてはまらない

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ８６％の方々から、学校
の活動について概ね知るこ

１年生 ％ 35(24) 48(59) 13(16) 4(1) とができるとの評価をいた
だきました。Ａ評価も年々

２年生 ％ 34(37) 52(49) 12(14) 3(0) 高くなっています。
前の設問同様、学年があ

３年生 ％ 33(32) 55(60) 10( 5) 2(3) がるにつれてＣＤ評価が減
ってきており、次第に学校

全 体 ％ 34(31) 52(56) 12( 7) 1(1) に対する理解が深まってき
ているのではないかと思わ

平成２２年度 29(34) 59(57) 10( 7) 2(1) れます。
今後も各種たよりやＨＰ

平成２１年度 34(31) 54(57) 11(10) 1(2) 等を通じ、学校の様子を広
く理解していただけるよう

平成２０年度 30(30) 52(60) 15( 9) 2(1) 努めていきます。

平成１９年度 22(23) 62(60) 13(15) 2(1)

平成１８年度 25(26) 67(65) 8(9) 0(0)

平成１７年度 21(16) 66(70) 11(13) 2(1)

７ 家庭ではお子さんとよく会話をしている。
十分あてはまる（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）まったくあてはまらない

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 昨年度から設けた質問項
目で、ほぼ同じ傾向が見ら

１年生 ％ 41(33) 47(54) 12(13) 0(1) れます。

２年生 ％ 36(43) 45(53) 17( 4) 1(0)

３年生 ％ 43(40) 43(42) 12(14) 2(4)

全 体 ％ 40(38) 45(50) 14(10) 1(2)

平成２２年度 37 47 15 1



８ 「開かれた学校」を目指し、授業公開や各種行事を行っている。
十分あてはまる（ Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ ･ Ｄ ）まったくあてはまらない

評 価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ８２％の方々から、授業
公開や各種行事によって

１年生 ％ 23(18) 55(50) 20(29) 2(3) 「学校を地域・保護者に開
いている」との評価をいた

２年生 ％ 23(24) 60(61) 16(14) 1(1) だきました。年々高い評価
をいただいていますが、さ

３年生 ％ 25(24) 58(55) 15(18) 2(3) らに「開かれた学校」を目
指して取り組んでいきたい

全 体 ％ 24(22) 58(56) 17(20) 2(2) と考えています。

平成２２年度 22(25) 66(62) 11(11) 1(1)

平成２１年度 24(21) 59(62) 16(15) 1(1)

平成２０年度 20(22) 58(61) 19(14) 3(2)

平成１９年度 15(17) 56(56) 26(23) 2(2)

平成１８年度 16(18) 68(68) 16(14) 0(0)

平成１７年度 21(16) 64(72) 13(12) 2(0)


